
発刊 の こ と ぽ

全国言語障害児 を もつ親の会

会長 成 田 廉邦

私 たちの親の会 が、先 見 の明のあ った方 々に より昭和 39 年 、全 国組織 と して発足 してか ら 30 年 の長

い歳 月 を歩 んで き ま した が 、 そ の来 し方 を考 え る時 、感 慨 深 い もの が あ ります 。

平成 7 年には、親の会発祥の地、千葉市に於て 「全国言語障害児をもつ親の会創立 30周 年記念大会」

が開催 され、2 1 世紀へ向か っての歴史 的な新 たな第一歩 を踏み出す ことが出来 ま した。

これ も、 ひとえに会員、及 びご支援 の皆様 のご理解 とご協 力の賜 と心 か ら感謝 を申 しあ げます。

30 年 とい う節 目を迎 え、私 た ちは新 しい決意で、全国すべ ての都道府県 に親 の会が結成 され、そ して、

今後の大い なる発展 と活躍 を願 うものです。

そのための大切 な課題 の一つ と して、「組織 の強化」が あげ られます 。親の会 に とって、最 も重要 な

こ と は、 会 貞 の 皆 さまの 「心 と心 の つ な が り」 で あ る とい え ま し ょ う。

そこには、教室 の親の会か ら、市町村 の親 の会へ 、そ して、各都道府県の親 の会 、全 国親の会へ と固

い鮮で結ば れた組織 図を見 るこ とが 出来 ます。

しか しなが ら、地域 によって多少の温度差 のある ことは否め ませ ん。 あの人は……あの会 は……、 あ

の県 は … … と、 比 較 を して み た り、 批 判 を した りす る こ とは 、 親 の 会 を運 営 す る上 で マ イナ ス に な っ て

も、 決 して プ ラス に は な りませ ん。 弱 い とこ ろ 、低 温 の と こ ろ に、 そ っ と、暖 か い手 を さ しの べ てあ げ

る心 を もつ こ と こそ 肝 要 で す 。

親の会結 成の原点 は、わが子 の幸 せ を願 って同 じ悩 み をもつ人 々が集 ま り、励 ま し合 ってつ くった筈

です。親 の心 を汲 み と り、力の限 りを尽 くして くだ さった大熊 、故浜崎両先 生のお心 があ ったのです。

それか ら30 年 －この間、親の会が結成以来訴 えつづ けて きた 「通級制 」が実現 しま した。平成 5 年 に

学校教 育法施行 規則の一部 が改正 され、「通級 に よる指導」 が正規 の教 育 と して認 め られ ま した。そ し

て、平成 8 年には、言語障害特殊学級 808 学級、在籍児童生徒 2，639 名、言語障害通級教室 1，055校、通

級児童生徒 20，00 6 名 と教育の恩恵 に浴 す る子 ど もの数が飛躍 的 に増 えま した。 この子 ども達 の幸 せ を願

って、私 たちは一層 の活動 を展 開 しなければな らない と思 います。

や や もす る と、 人 は、 今 日 と明 日 に ばか り目 を向 け 、今 立 っ て い る過 去 か らの 積 み重 ね て きた 足 場 を

顧み る こ と を忘 れ が ち に な ります 。 こ こ に、 親 の 会 30 年 の歴 史 の一 齢 一助 を掘 り起 こ して い た だ き、 過

去をふ り返 り、更 に 明 日の発 展 の縁 に なれ ば と考 え、 記 念 誌 を刊 行 す る こ とに い た し ま した 。

ご寄稿 及び座談会 にご出序 の皆 さま、資料 を提供 されたみな様 、そ して編集委員 の方 々の ご労 苦 に心

からのお 礼 を申 しあ げ ます 。

私 た ち の親 の会 が 、子 ど も達 の 自立 の 支 え に な る こ とを祈 念 して、 発 刊 の こ とば とい た し ます 。
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祝 辞

恭文部省初等中等教育局

特殊教育課長 辰 野 裕 一

「全国言語障害児 をもつ親の会」

3 0 年史の発刊 に寄せて

「全 国言 語障害児 を もつ親の会 」が 30 年史 を発刊 され るに当た り、一言

お祝 いの言葉 を申 し上 げ ます。

「全 国言 語障害児 を もつ親の会 」 は、昭和 39 年 8 月 に東京 上野で 開催 さ

れた全 国大会 において結成 されて以来、全 国大会 や全 国代 表者会議の開催、

様々な問題 に対 応す るための委員会 の設置 や国会・ 関係機 関へ の陳情 活動

など、言語 障害 児教育・福祉 の振興 に大 き く寄 与 してこ られ ま した。 この

機会 に、貴会 を支 えて こられ た皆様 方の 日ごろの御 尽力 と御 労苦 に対 し心

よ り敬 意 を表す る次 第 で あ ります 。

この30 年 間は、昭和 54年度 か らの養護学校の義務化、障害者の「完全参

加と平等」 をテーマ に昭和 56 年 か ら平 成 2 年 まで実施 された国連・障害 者

の10 年、平成 5 年度 か らの通級 に よる指導の制度化、同年 12 月の障害者基

本法の成立 な ど、障害者 を取 り巻 く環 境 は著 し く変化 し、その施策 は大 き

く進 展 して まい りま した 。 こ れ もひ と え に皆 様 方 の御 努 力 の 賜 物 と考 え る

次第です。

障害の ある子 供 たちが 、その能力 を最大限 に伸 ば し、可 能な限 り積極 的

に社 会 に参 加 す る よ う育 成 す る こ とは 、 保 護 者 の 方 々の 期 待 に こ た え る ば

かりで な く、我 が 国 の 社 会 に と っ て重 要 な こ とで あ ります 。 先 般 の 中央 教

育審議会 の第一次答 申にお いて も、2 1世紀 に向 けて 「生 きる力」 を培 う教

育をす すめ る中で、特殊教 育 につ いて もその一層 の改善・充 実 を提言 して

いる とこ ろで す 。

文部省 といた しま しては、障害 のあ る子 供 に村 す る教育 の充実 を重 要施

策の 一つ に掲 げ、子 供 たち一人一 人に応 じた、手厚 く、 きめ細 やか な教 育

の充 実 の ため 、努 力 して い る と こ ろ で あ ります 。特 に、 本 年 2 月 に は 「特

殊教育 の改善・ 充実の協力 者会議」 の提 言が 出 され、 これ を受け、高等 部

の拡充整備 と訪問教育の実施、交流教育の推進、早期教育相談体制の充実

など、新 たな施策 の推進 に積極 的に取 り組 んでい るところです 。

障害 のあ る子 供た ちの教育 は、学校 にお ける教育 のみ な らず、家庭 にお

ける指導 が大切 とされ てお り、学校 と家庭 との 緊密 な連携 が特 に必要 とさ

れる こ と は言 う まで もあ り ませ ん。 今 後 と も皆 様 方 が 手 を た ず さ え て 、豊

かな心 を も ち 、 た くま し く生 き る子 供 た ちの 育 成 を 目指 し、様 々 な取 り組

みをす す め てい か れ る こ とを願 っ て や み ませ ん。

終 わ りに、「全 国言語障 害児 を もつ親の 会」が 、結成 30 周年 を契機 に今

後一層 の御発展 を遂 げ られる とと もに、関係の皆様 方の ます ますの御活躍

を心 か ら祈 念 い た しま して 、 お祝 い の言 葉 とい た し ます 。
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祝 辞

厚生省大臣官房障害保健福祉部

障害福祉課長 遠 藤 浩

3 0 年周年 に寄 せて

全 国言語障害 児 を もつ親 の会が 、創 立 30 周年 を迎 え られ、記念 誌 を発行

され るは こ び とな りま した こ とを祝 し ま して 、 一言 ご挨 拶 を申 し上 げ ます 。

全 国言語障害 児 を もつ親 の会 は、昭和 39 年 に発 足 されてか ら今 日まで言

語障害児の福 祉向上の ため に熱心 に活動 を続 けて こられ ました。

創立 及びそ の後 の運営 に当た られた方々、 ご協力 くださった多 くの皆様

方の ご尽 力 に対 しま して は 、深 甚 の 敬 意 を表 し ます と と もに厚 く御 礼 申 し

あげ ます 。

障害 者 に対 す る福 祉施策 も、国 をあげて、平成 8 年度 よ り「障害者 プラ

ン」 を策 定 し、 実 施 して お る と こ ろ で あ ります 。 この プ ラ ンは 、 ラ イ フ ス

テ ー ジ の全 て に お い て全 人 間 的復 権 を 目指 す リハ ビ リテ ー シ ョ ンの 理 念 と、

障害者 が障害 のない者 と同等 に生活 し、活 動す る社 会 を目指 す ノーマ ライ

ゼーシ ョン＼の理念 を踏 まえつ つ、七 つの視 点か ら （① 地域 で共 に生活す る

ため に②社 会 自立 を促 進す るため に③バ リアフ リー化 を促進 す るために（多

生括の質 の向上 を 目指 して⑤安全 な暮 ら しを確保す るため に（む心 のバ リア

を取 り除 くため に（む我が国 にふ さわ しい国際協力・ 国際交流 を）具体的 目

標を定 め推 進 す る こ と と してお ります 。

私 ど もも、障害者施 策 を総 合的かつ横 断的 に行 うため、障害保 健福 祉部

を新 た に設置 し、 2 1世 紀 を迎 えるにふ さわ しい障害保健福祉施 策の あ り方

を考 え、昨年 の 12 月 9 日「障害者の 日」 には、障害者 関係 三春議会 の合 同

企画分科会において、障害保健施策の稔合化、障害の重度・重複化などへ

の対 応 の あ り方 につ い て中 間報 告 を発 表 した とこ ろで あ ります 。

全 国言語 障害児 を もつ親の会 にお かれ ま して も、 これ までのご業績 と障

害児施 策推 進のため ご尽力 ください ます よ う、心か らお願い 申 し上 げ ます 。
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社会福祉法人

全国心身障害児福祉財団

理事長 今 泉 昭 雄

祝 辞

全 国言 語障害児 を もつ親 の会 におか れ ま して は、一 昨年の 7 月、創 立 30

周年 の記 念大会 を貴親の 会発 祥の地 で もあ る千 葉市で盛大 に開催 され、 そ

して こ の 度 、．30 年 誌 を発 刊 され ます こ とは 、 誠 に喜 ば しい 限 りで あ り、 心

からお慶 び申 し上 げます。

貴親 の会は、昭和 33年 、僅 か数名 の有志 で誕生 した小 さな芽が 、今 では

都道府県 の親 の会 の もとに、市 区町村 の親の会 、更 には教室 ごとの親 の会

を組織す る までに成長 され、緊密 な連携 の もと、子 どもた ちの幸福 のため、

そして、言語障害 教育の発展 と振 興の ため に、 たゆ まざるご熱意 とご努力

を重 ね て こ られ た こ とに対 しま して 、深 く敬 意 を表 す る もの で あ ります 。

また、私 ども全 国心 身障害児福 祉財団 の設立 に際 しま して も、貴親 の会

のご支 援 、 ご協 力 に負 う と こ ろ が 多 大 で あ った こ と も、 四 半 世 紀 を経 過 し

て、 今 あ らた め て感 じて い る と こ ろで す 。 爾 来 、 貴 親 の 会 と当 財 団 と は密

接な つ な が りを も って 発展 して まい りま した。

と くに、当財 団 を窓口 とす る国の社会福 祉事業補 助 金 に よる療育 キ ャ ン

プ、保 護 者 及 びボ ラ ンテ ィアの研修 会等 の開催 にあた って は、周到 なご準

備に よ り、 大 きな 成 果 を あ げ ら れ 、 当 財 団 とい た しま して も、 深 く感 謝 を

申し上 げ る とこ ろ です 。

さて、平成 5 年 には、学校 教育法施行 規則が 一部改正 され、通級 に よる

ことば の 指 導 が 法 制 上 で も認 め られ る よ う に な りま した 。 この 通 級 制 は 、

会貞の皆様 方 をは じめ、 関係 各位の ご努 力が大 きな力 となって、実現 され

たもの で あ る と承 知 して お ります 。 心 か ら敬 意 とお喜 び を 申 し上 げ る次 第

です。

しか し、子 ど もた ち の 社 会 的 自立 を 図 るた め に は 、 ま だ多 くの 課 題 が 残

され て お り ます 。 この 30 周 年 を大 きな足 が か りと され て 、貴 親 の 会 が 先 頭

に立 っ て 、新 しい時 代 の 要 請 に即 応 した指 導 性 を発 揮 され ます よ う願 う も

のです 。

終 わ りに、貴 親の会 の益 々の ご発展 と会員 の皆様方 の ご健勝 を祈 念い た

しま して 、 お祝 い の 言 葉 とい た します 。
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日本障害者協議会

代表 調 一 興

全国言語障害児 をもつ親の会

創立 3 0 周年 を祝 して

全国言語 障害児 を もつ親 の会が創立 30周年 を迎 え られ、 ここに記念 誌 を

発行 され ます こ と につ きま して、 心 よ りお 慶 び 申 しあ げ ます 。

戦後のわが国の障害児教育は、昭和 22年 に制定 された学枚教育法に基づ

いて進 め られて きま した。 しか し、言語 障害児 への公的教育 は、昭和 33 年

に仙 台市 にお いて言語治療教 室が認可 され る まで、数少 ない教育 者 に よる

努力 と親 御 さん を中 心 と した 先 人 に よ って 支 え られ て きた と開 い てお りま

す。

その年 、千 葉市 で治療 教 室父 母 の会が 結 成 され たの を契 機 に、全 国 で

次 々 と親 の会 が誕 生 し、 わず か 6 年後の昭和 39年 に全 国組織が設立 された

こ とは、 10 年以上 も公 的教 育が放置 された こ とや、 当時の言語障害児 をめ

ぐる教育施策の遅 々たる状況 に対す る奮発の表れ と感 じてお ります。

貴会 は、早 くか ら「個人差 に応 じた教育」 の必 要性 を訴 え、言語教室 の

設置 をは じめ と した言語障害児 教育 の拡充 を求め る運動 に取 り組 まれて き

ま したが 、平成 5 年 には貴 会の念 願であ った 「通級 による指導」 も始 ま り、

言語 障害児 をは じめ とす る障害 児 の教 育形態 の多様 化が はか られ ま した。

年齢 、障害種別 、程 度 に応 じた教育施 策の必要性 は今 日的課題 であ り、 こ

れは貴会 関係者 の努力 の贈物 と深 く敬意 を表 します。

一方 、「通級 に よる指導」に よる教育現場 は まだ過渡期 にある といえ ます 。

専門性の高い教員の確保や研修、個別指導計画の作成などの課題が残 され

てお り、 その更 なる充実 のため の運動 が求 め られ ます。 また、障害 の早期

発見・ 早期療 育体制 の確 立 をは じめ と した医療・福 祉分野 への対応 や障害

者 の雇用 問題 な ど、今後 、貴会 の活動の場 は ます ます広 が ってい くで しょ

う 。

現在、本協議会では、障害者の介護制度、所得保障、、施設制度・施設体

系、雇用 問題 、交通 ア クセス、情報保 障の分 野 につ いて、来世紀 に むけた

障害者施 策 を民 間の側 か ら政 府 に対 して提 言 を行 う研 究事業 を進 め てお り

ます。 この研 究 は、 さま ざまな障害者 団体の参加 の もとで協議 を重 ねて ま

い りま したが 、 これ らの研 究成果 の実 現の ために、貴会関係 者の忌惇 のな

い ご意 見 と行動 への参加 をいた だ きた く、 また、今 後予定 してい る障害者

の教育 、医療 問題 に関す る研 究 には、積極的 な ご参画 をいただ きます こと

を期 待 して お り ます 。

最後 に、貴 会並 びに会員のみ な さまの益 々の ご発展 を祈願 い た し、お祝

い の言 葉 と させ て い た だ き ます 。
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全国公立学校難聴 ・
言語障害教育研究協議会

会長 河畑美智子

念ず れ ば 花 ひ ら く

坂村真民詩集 よ り－

全国言語障害児 を もつ親 の会・ 30 周年記念誌 の発刊 まこ とにおめで と う

ご ざい ます 。心 よ りお 祝 い 申 し上 げ ます 。

この記念誌 には、発足 当時か ら 30 年 に渡 り会員の皆様が歩 んで こられ た

道程や筆舌 に尽 くせ ぬ ご苦労 、そ して、全 国津 々浦 々の会員 の皆様 の真心

がこ め られ てお り ます 。 私 は この 記 念 誌 の持 つ 重 み を しっか り と受 け止 め

胸に刻 ん で い きた い と思 い ます 。

さて、親 の会 は、昭和 34 年頃 か ら近年 に至 る まで、 F難聴・ 言語 障害教

育の発展 の ために、先生 に研修 を してほ しい。研修 した先生 を一人で も多

く』 との活動方針 の下 に、全 国各地 の教 師 に研 究 の機 会 を与 えて頂 くた め

に、 多 大 な ご支 援 を賜 り ま した 。 こ の研 修 に よ っ て育 て て頂 き ま した 沢 山

の教 師の手 に よって、仝難 言協 の基礎 が作 られ、組織 を拡大す る ことが 出

来ま した 。 今 日の 全 社 言 協 の 発 展 に寄 与 してい た だ き ま した こ と に深 く感

謝を 申 し上 げ ます 。

そ して、親 の会 も仝難言協 も発足以 来共 に F通級 指導 の制度 化j を願 っ

て、 関係諸 機 関に要望 し続 けて きま した。その熱 き思いが花 開 き、平成 5

年度 に実 現 を み る こ とが 出 来 ま した 。 そ して、 今 年 で 5 年 目 を迎 え ま した

が、全 国の現状 をみ る と、通級 制度 が定 着 して機 能 している ところ も多 く

な る一 方 で 、 まだ 条件 の 整 わ ない と こ ろ もあ り、 今 後 の 課 題 と して 取 り組

ん で い か な け れ ば な りませ ん。

昨年度、全難言協では、2 1世紀 にむけて、F全難 言協 の目指す難聴・ 言

語障 害 教 育 の あ り方 j に つ いて 、基本構 想 をま とめ ま した。そ の中 で、

教育理念 として、〈子 どもを尊 重 し、豊か な人格の形 成 を目的 に、合 意 と

連携 を 大 切 に し、 子 ど も と と もに創 造 す る教 育 を 目指 す 。 》 こ と を掲 げ ま

した。 これ は、中央教育審議 会で提言 され た F生 きる力 j の教 育 と同 じで

あ り ます 。 一 人 一 人 の 子 ど も達 が 、 自 らの 障 害 を乗 り越 え て 、 輝 い て生 き

て い け る よ うに全 力 を尽 くして い きた い と存 じ ます 。
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国立特殊教育総合研究所

研究部長 菅 原 康 一

「大事な21 世 紀の担い手のために」

全 国言語 障害 児 を もつ 親の会 が結 成 30 周年 を

迎え られ ま した こ と をお祝 い 申 し上 げ ます 。 こ の

間、本邦 にお ける言語 障害教 育の進展 に寄与す る

とこ ろ多 大 で あ っ た こ とは 申す に及 び ませ ん。 す

なわち、 この教育 にあ たる教師 と保護者 の協 同の

図式 を 見事 に実 現 しなが ら今 日に至 っ た もの と解

され ます 。

2 1世 紀 は あ と数 年 足 らず の 至 近 に迫 りま した 。

本会 30 年 間の歴 史 と貴重 な資 産が 障害 のあ る子

ど もの 2 1世 紀 を拓 く原 動 力 に な る もの と確 信 さ

れ ます 。

数年前 、ある親 の会 の会長氏 か ら次の よ うな意

味の 述 懐 をお 開 き した こ とが あ り ます 。「… 両 親

の後 に残 される子 どもの将 来 を展望す る時 、親が

元気 な うち に先 ず 子 ど もの 力 量 を高 め る た め の努

力をせ ねばな らない。そ して 同時 に、社会 に委 ね

ね ば な らな い側 面 が あ る こ と を思 え ば 、社 会 の充

実に貢 献 す るべ く親 と して の 役 割 を果 た して い き

たい。」 この言葉 は、教 育 に従事 す る者 に もその

ま まあ て は ま る こ との よ う に理 解 され ます 。 す で

に 周 知 の 「 ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 7 カ 年 戦 略 」

（平成 7 年 12 月） の基本的考 え方 に掲 げ られてい

る「地域 で共 に～」、「社会 自立」、「Q O L の向上」

な どの趣 旨を実現 してい く際の親 と教師の役割 に

あ い 通 ず る もの が あ ります 。

上 田 敏 （障害者の福祉 、1992・ 8 ） に よれば

客観 的な Q O L として 「生 命の質」（苦痛 の有無

や疲労 、睡 眠な ど）、「生 活の質」（日常生 活 の 自

立度 、家事能 力 な ど）、「人生 の質」（職業 、 レジ

ヤー、社会活動 など）が挙 げ られています。両親

も教 師 も、異 な る立 場 で あ りなが ら共 に障 害 の あ

る子 ど もの よ り望 ま しい 将 来 を展 望 して い ます 。

両者の緊密 な協 同活動が あっては じめて、上田氏

の論 が 実 現 して い くよ う に思 われ ます 。

障害 の克服・軽減 のためには子 ども自ら と両親

と教師 の長期 間に亘 る努 力が必須 ですが、 同時 に

障害 を持 ち な が ら生 き生 き と、 堂 々 と、 しか も豊

かに充 実 して生 きぬ い て い くこ とを可 能 に す る周

囲他者す なわち社会 の在 り方が問われ ます。

社 会 適 応 とい う こ と は重 要 で す が こ れ に加 え

て、「大 事 な社 会 の 担 い 手 で あ る」 とい う子 ど も

観に立脚 した養育や教育が より一層 強力 に押 し進

めれ て よい の で は ない で し ょうか 。

両親 と教師の協 同活動 にあ っては、あ る時 は赤

裸々 な人 間模 様 を避 け て は通 れ な い よ う な こ とが

起こ るか も しれ ませ ん 。 また あ る時 には 、 そ れ ぞ

れの専 門性が 問われる ことも多いのですが 、お互

いが懐広 く、人間的暖か さを持 ち、感性豊 かに協

同 して い くこ と こそ が 、 子 ど もの 心 と体 を元 気 づ

け 、2 1世 紀 の担 い手 と して の 力 の源 に な る こ と を

強調 した い と思 い ます 。

日本言語障害児教育研究会

会長 谷 俊 治

平岡 さんの思 い出

私 が言語障害児 を もつ親の会 の存在 を知 ったの

は、東 京医科歯科大学の耳鼻咽喉科 に勤 務 してい

るこ ろだ った と思 い ます 。 当時 、音 声 外 来 とい う

耳鼻科の専門外来 を、毎週 1 回堀 口申作教授 （故
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人） の指導 を受け なが ら、後輩 の伊 原健 一先生 と

一緒 に担 当 していたのです。声 や話 し言葉 に病気

のあ る患者 さん を村 象 に した外来 で、その頃は大

学 病 院 と して はユ ニ ー クな専 門外 来 で した 。

或 る日、堀 口教授 か ら一通 の案 内状 を手渡 され、

自分 の 代 わ りに 出 席 して ほ しい と頼 まれ た の で

す。それが言語障害児 をもつ親の会で した。伊原

先生 と一緒 に参加 してみ ま したが、参加者 の多 さ

と熱 気 に び っ く り させ られ た こ と を 覚 え て い ま

す。 しか し、仕事 に忙殺 されて、その後はす っか

り忘 れ た存 在 にな っ て い ま した 。

親 の 会 との 関 係 が 多 くな っ て きた の は 、 東 京 学

芸大学に出向 し、言語障害児教育教員養成課程が

発足 し、平井 昌夫教授 （故 人） を迎 えてか らの こ

とだ った と思 い ます 。 N H K の こ とば の 治療 教 室

へ 出演 す るようになってか ら、地方 の言語 障害 児

を もつ 親 の 会 に講 師 と して 呼 ば れ る こ とが増 え て

きま した。 その会 で出会 ったのが事務局長 の平 岡

利 美 さ んで す 。 いつ もお 元 気 で した し、 い つ も建

設的な意見の持 ち主 で、会員の一人 ひ とりか ら本

当に尊敬 され頼 られ る存在 で した。話 し方 も態度

もい つ も穏 や か で 、 厳 しい 内容 の 発 言 も抵 抗 な く

身体 に 染 み わ た って くる よ うに感 じた の で す 。 い

ろ い ろ とお 話 を聞 か せ てい た だ く こ と も多 く、 自

分自身の仕事 や教 員養成の ため に大 いに役立 ち ま

した。 日本 言語 障害児 教育研 究会 に対す る厳 しい

注文 も多 く、 この研 究 会 が 今 日 ま で続 け られ て い

るの も、平 岡 さん の 陰 の 力 が あ っ ての こ とだ と言

つて も過 言 で は な い と思 っ て い ます 。 平 岡 さん が

病気 で 亡 くな られ て か ら何 年 に な ります で し ょ う

か。 まだ ま だや り残 した仕 事 が 多 か った に違 い あ

り ませ ん 。

平 岡 さん の 厳 しさ の一 つ に こん な こ とが あ りま

した。全 国言語障害児 を もつ親 の会か ら「言語障

害児 の指 導」 とい う両親指導 の手 引 き善が毎年発

行され て い ます 。 そ の 何 冊 か の 原 稿 を頼 まれ ま し

たが、原稿枚数厳守 は当然 のこ と、執筆期 限厳守

は絶対的 だったのです。 その上 、校 正は著者校正

の み で 、 原 稿 に 間違 えが あ っ て も、 そ の ま ま 出版

され て しま い ま した。「原 稿 に手 を入 れ る の は 著

者に とっ て 失 礼 な こ とで す 。」 とい う こ と を モ ッ

トー に され て い ま したが 、編 集 者 を頼 りに 原稿 を

書い て い た 自分 に と っ て は大 変 な こ とで した 。 そ

れだけに原稿執 筆や校 正 にはかな り注意 を払 うこ

とが必 要 に な り、 大 変 よい勉 強 に な っ た の で す 。

昭和 53 年 1 月 に私 の冊 子 が初 め て発行 され てい

ます が 、「機 嫌 」 とい う こ と ばが 「気 嫌 」 と な っ

たま ま訂 正 され て い ませ ん 。 書 き手 と して は本 当

に恥ずか しい思いです。

しか し、 この 冊 子 を何 冊 も書 かせ て い た だ くこ

とで 、 私 の 臨 床 活 動 が 活 発 に な りま した し、 村 象

とす る間道 が 「 こ とば 」 だ けで は な く、広 く子 ど

もの さ ま ざ まな 問題 に関 心 を もつ こ とが 出 来 る よ

うに な りま した 。 い ろ い ろ な親 子 に 出会 う こ とが

多くな り 、 そ こ か ら い ろ い ろ な こ と を 教 え ら れ ま

した。親 子 は 、私 に とっ て教 科 書 とな った の で す 。

そこ で教 え られ た こ と を会 員 の 皆 様 に伝 え る た め

に、この冊子 が大変 役 に立 ちま した。本 当に平 岡

さんの お 陰 で す 。

発 会 して 3 0 年 に な る と い う こ とで す が 、 そ れ

だけ大 き な力 と意 義 を もっ た 会 だ と思 い ます 。 平

岡さん の 後 に続 く役 員 が 中心 とな り、 会 の 役 割 を

しっか り果 た してい っ て ほ しい と心 か ら願 って お

ります 。
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医療法人社団・整盛会

理事長 神 山 五 郎

父 と子の、吃音 をめ ぐる思い

寺 1 ． 皆 様 ご く ろ う さ ま で し た 、 だ が こ れ か ら も

宜し く

「言語障害 は治 る」 とい う、障害児教育 に とって

は画期 的なス ロー ガンで戦後の言語障害児教育 は

再出発 した。「再 出発」 と敢 えてい うのは 、昭和

2 0 年以前 にも伊澤修 二 とい う文部 大臣・貴族 院議

員な どを歴任 された方 の弟 さんが ひ どい吃音 着で

あり、修二氏 自身はそのため吃音矯正 の事業 を東

京・ 小 石 川 に 「楽 石 社 」 と して お こ され た 。 そ の

修二氏の弟子の教員諸氏が吃音矯正教室を公立学

校内 に も う け 、活 躍 して お られ た か らで あ る。 私

も小 学校 時代 、夏期休暇 中にその矯正教 室 に通 っ

たの で あ る 。

歴 史 の詮 索 は この く らい に して お こ う。 と にか

く戦後 の空腹 の時代 に始 まっていろいろの方の ご

努力で今 日の、 この 「全 国言語障 害児 をもつ親の

会」 があ る。親の会の裏方様 のご努力 を多少 な り

と も存 じあ げ て い る私 は物 故 され た 方 々 の ご冥 福

を祈 りつつ、関係各位 にあ らためて感謝申 し上げ

る。

寺 2 ． 吃音 児 をもった父・ 一郎

この機 会 に、私 事 にわ たるが述べ てお きたい。

吃音児 童の私 を次男 （末 っ子 ）に もち、歯科医で

あった父・ 神 山一郎 （故 人） は この吃音児童 を ど

のよ うに 育 て た ら よ い か … … 随 分 悩 ん だ ら しい 。

小学校 下級生 の ころか ら町 の剣 道道場 （猶勝 堂）

へ通わせた り、算数 の特訓 を現在 の公文式の よう

に私 に課 した り した の も、今 に して 思 えば 吃 音 治

療の た め に よか れ と思 って の対†策 で あ っ た。

当然、慶応大学医学部付属病院の耳鼻咽喉科に

音声・ 言語障害の相談 日（林義雄先生）が設定 さ

れた り、東京大学医学部 附属病 院の耳鼻咽喉科 に

音声・言語特別外来 （諷田琴次先生）が開設され

たりす る と私 をつ れ て い き、両 権 威 者 の ご 意 見 を

伺って い る 。

吃音 に悩 みつつ も、 この剣道修行 による体力 と

算数 ・ 理 科 に お け る 自信 とが 私 を さ さ え て くれ

た。麻布中学校、陸軍士官学校 （途中解散）、東

京物理学校（東京理科大学）、東京歯科医学専門

学校 （東京歯科大学） をそれぞれなん とか卒業で

きた の も、 この お か げ で あ る。 父 は 吃音 を も ち な

がらで も倖が歯科医の資格 を とったので、生涯や

っていけ ると一応安心 した模様 であ った。

だが、歯科医が 1 名ふ えるの よ り、言語障害そ

れも特 に吃音の研 究 をすすめ る研究者 が 1 名増 え

る方が よい と私 は判断 した。吃音 を幅ひろ く研 究

したいので 、総 合大学 であ る東 京大学 を志望 し、

医学部 に進学 した。父 は歯科診察 を件 とともにや

りたか ったの だが 、その夢 は延期 され、多少が っ

かり した ら しい 。 しか し、 この ころ か ら父 も吃 音

問題 を広 くと ら え始 め てい た 。

与 3 ．苦戦す る私への父 と恩師の励 ま し

医学部卒業直後 か ら、言語障害、 それ も特 に吃

音の研究へ の私 の熱意 は ます ますたか まった。幸

い応援 して くだ さる田口恒夫 名誉教授 （お茶 の水

女子大学） は じめ先輩諸 先生 のおか げ もあ り、カ

ンサ ス州 立 ウ イチ タ大 学 の 大 学 院 へ 留 学 で きる こ

と と な っ た 。

夜 間、羽 田飛行場 を私が出発す ると きに、父が

いつ まで も大 き く振 っ て くれ て い た懐 中電 灯 の イ

メージ と、それか らの航 空便 の厚い手紙 とは、学

位記 に ま さる宝 物 で あ る。
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与 4 ． 吃 音 体 験 を生 か そ う

既 に最初 の脳卒 中発作 をお こ してい た父 は、件

の吃音で苦 労 したの で、熱心 に現在 の 「親の会」

の基礎 固め に奔走 した。神 田生 まれの江戸 っ子 ら

し く、 しか も世 話 好 きな父 は 会 の皆 様 と も仲 良 く

諸作 業 を した よ うで あ る。

私事 に触 れす ぎた内容 とな ったが、父 と子 は▼以

上の よ う に吃 音 を生 か して きた 。 この 父 子 交 流 の

一部 を、本誌が 「親の会」の記念誌 なの で書かせ

てい た だい た。

筑波大学名誉教授
昭和女子大学教授

内須川 沈

雑 感

3 0 年 とい う長 き にわ た り、 全 国 言 語 障 害 児 を も

つ親の会が存続 し続 けた事 実 をみて も、驚嘆 に価

いしよ う。 時 流 の 烈 し さの 中 に多 くの もの が 浮 き

沈み しつつ埋没 して しまう現代 では、親の会の活

動を維 持 す る こ と こそ 大 変 なエ ネ ル ギ ー を必 要 と

し よ う。 に も拘 らず 30 周 年 の 記 念 の 時 を迎 え た

ことは 感無 量 と言 わ ざ る を得 な い。 心 か らお喜 び

を申 し上 げ た い 。

会の運営 に当 た られた方 々は言 うに及ばず協 力

を惜 しまれ なか った障害児 をもつ両 親や関係す る

方々、 さ らに は指 導 され た先 生 方 、 これ を支 え る

学校当局 、数 え挙 げれば枚 挙 に暇 なか ろ う。 これ

らす べ て の 人 々 を想 い 感 謝 したい 。 どの よ うな会

で も時 間経 過 と と もに先 細 りに な る の が 一般 で あ

る。 言語 障害 児 の なか には治 療指 導効 果 宜 し く

す っ か り改 善 して し ま う場 合 も稀 で は ない か ら、

この よ うな お子 様 を もつ 親 か らの 支 援 は短 期 に終

わっ て 長続 き しない か ら困 り もの だ な ど、以 前 囁

かれ る こ と もあ った が 、 ま た逆 に今 は障 害 を残 さ

ぬ程 に発 達 した吾 が子 か ら教 え られ た と言 われ

て、今 はこれ らの障害児 のために懸命 にス ピーチ

セラ ピ ス トと して 貢 献 され る母 親 もい る。

「継 続 は力 な り」 と良 く言わ れるが、継 続の 中

に難 関 を乗 り越 え る 力 が 蓄 え ら れ る放 で あ ろ う。

言語障害児 をもつ親の会が初め て千葉県 に誕生 し

たの は、昭和 3 3 年 と開いて い るの で、 40 年 の長

き に亘 り今 日の 成 果 を築 か れ る に至 っ た経 過 には

多くの先輩方の血の潜 む努力 の賜 があ った ことは

言う ま で も な か ろ う 。

私 は 当初 の 頃 か ら係 わ りを も った 1 人 と して 田

口恒夫先生、大熊喜代松先生、平岡利美さんの姿

が目に浮 かぶ 。当時 、大学院生 と してお手伝 い し

た ことが想 いお こされ るが、以来、言語障害児教

育の進展 のなか にも、順調 とは云 われない様 々な

問題 もあ った と聞 くが 、近 年 「通 級 制 」 とい う長

年 の 目標 が 達 成 され た こ と は 喜 ば しい 限 りで あ

る。想い起 こせ ば当時親 の会 は、活動 目標 を目の

前 にあ るこ とばの教室 の拡充 に、初期的焦点 を当

て次第 に焦点が指導 に当た る教師陣の充実 にむけ

られ、教師養成問題、教師養成校の拡充、特別専

攻科言語障害児教育教員養成課程の増大、N H K

放送番組への言語障害指導法の採用、充実等村社

会活動 、対文部省村策等 の課題 について強力 な力

を提 供 し た 。 こ の 時 代 の 新 し い 動 向 と と も に 、

「言語障害児 を もつ親 の会」 が 日本全 国 に拡が り、

「全 国 言語 障害 児 を もつ親 の会」 の結 成 とな り、

さ らに全 国 的 に組 織 的 に 運動 と して展 開 した こ と

に 由 る こ とが 大 で あ る 。

私 は、主 と して言語障害問題 の研究者 として研

究 開発、担当教師の養成・指導教育 問題 に関与 し

たが、幾許かの貢献が あれば もって瞑すべ しであ

るが、反省す るこ とばか りが多 い。その幾つかの
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点につ い て 、30 周 年 の 記 念 と と もに述べ させ て 頂

こ う 。

昭和 30 年 の頃 と記憶 す るが 、確 か 「こ とばの

教室」が千葉市 院内小学校 に開設 されて間 もな く

の頃、当時の平井 昌夫先 生、千葉大医学部の先生、

田口恒夫先生 な ど大御所の先生方 とともに 「言語

障害児教育は如何 にあるべ きか」 といったテーマ

のシ ンポ ジュ ー ム が 開 か れ た 。

今か ら想 うと恍悦 たる念 にか られるが、将来の

言語障害教育 を考 える と、最 も長期 間 を必 要 とす

る課題 か ら進め るべ きで、研究 か ら次 に指 導者養

成、最後 に現場の言語障害児 の指導 の順 になる と

いった見解 を述べ た。

現在 、言語障害問題 の研 究 は前 進 した とは云 え、

遅々た る状 況であ る。時代 の変化の速度は著 しく、

言語障害児 は増 々重複化 、重症化 の傾 向 を辿 って

いる。更 に曽 ての言語障害児 は言語 障害 者 とな っ

て成 人化 し、さらに複雑 な諸問題 を生みつつあ る。

結婚 問題 、就職問題 な ど新 しい課題 とと り組 まね

ばな らな い 。

今後 、親の会の活動 は益 々期待 される こと大 と

なろ う。 今 後 益 々 の ご発 展 を祈 る こ と切 で あ る 。

文京女子大学教授

小 川 仁

3 0 周年 を迎 えて

親の会発展への期待

「全 国言語障害児 を もつ親 の会」が 30 周年 を迎

える と うかが い 、 まず 頭 に浮 か ぶ の は そ の 間 の 関

係す る方 々 の ご努 力 の 数 々 で 、 深 い敬 意 と と もに

l

感謝 を捧 げ ます 。 そ して、一 方、 その 30 年 とい

うその歳 月の 間に、親 の会 をは じめ、言語 障害児

とそ の 援 助 にか か わ る状 況 の 変 化 の 大 き さ に、 あ

らた め て 深 い 感慨 をお ぼ え ます 。

「医者で もない もの が、なぜ 言語治療 に口を出

す？」「学 校 が す る仕 事 か ？」 と い う声 ば か りの

中で 、 この 教 育 の必 要 性 と理 解 を広 め よ う とす る

教師 は 変 り者 とか 、 目立 ち た が りや と陰 口 を た た

かれ ま した。治療教室設置 の陳情 に対 す る教育委

員会の答 えは、大概 「大切 な問題 ですが、 とて も

そこ まで の 余 裕 が な くて・… ‥」 と、 き ま っ て い ま

した。「余裕 があ れば考 えてみ る」 問題 だ ったの

です 。こ うい う八 方 ふ さが りの 中 か ら「治 療 教 室 」

の設置や、校内の優秀 な教 師 を長期 間研 修 に派遣

し、す ぐれた指導者確保 を実現 した原動 力 は、文

部省、教育委員会の理解を求めて奔走、陳情、啓

蒙活動 に明け暮 れた親の会役員 の献 身的な努力で

した。わが子 の治療 は とっ くに終 わった後 も、会

の組織 作 りを支 えたの は、地 区や全 国の言 語障害

児を持 つ親の会会員 と、子 どもの指 導に生 き甲斐

を託 した先駆 的教 師で した。

こうい う経過の 中で学習指導要領 に「聞 く、話

す」が国語の学習 目標 に取 り入 れ られ、やが て通

級制が制度化 されるな ど、 ことばの指導が学校教

育に き ち ん と位 置 付 け され ま した 。 と こ ろで 、 言

語障害児指導が始 まった頃、学校教 育の大原則で

あった機会の均等 と平等 は、経 済成 長や社会の変

化と と も に、 ゆ と りや 個 性 の 重 視 な ど に移 り、 教

育にお け る親 や子 の 選択 の幅 が広 が ？て きま し

た。いわば 「市場原理」が教育 に もお よび、教育

の私事 化 とで もい うべ きこの傾 向は言語 障害児 に

関わ る人 達 の 間 で もど ん どん広 が り「わ が 子 に必

要な学校や指導 を探す努力 はす るが、親の会の活

動まで は … … 」 と考 え る人 を多 くし ま した 。 い ま

子ど もの こ とば に心 配 を もつ 親 ご さん の 第 一 の 関

心事 は 「どこへ行 けばい いの。 どこがいいの」 と

ー14－



●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

特 別 寄 稿
●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

いう指導 して くれ る所 の情報 とその選定で、通級

先が 見 つ か り、先 生 が き まれ ば す っか り肩 の荷 を

下ろ して は い ない で し ょ うか。

「教 室 」 を作 ろ う、 専 門 の 教 師 を一 人 で も多 く

確保 しな くて は と奔 走 した 「親 の 会 」 の先 輩 の お

かげで治療指 導の制 度や場所 は十分 とはいえない

まで も、 と もか く出 来 ま した。 が 、制 度 とい う枠

組みが指導 の内容 や質 を約束す る もので はな く、

場合 に よ っ て は 、 却 っ て 安 易 に流 れ 易 い こ と を

「 先輩」 た ちは、 これ まで の長 い経 過の 中で度 々

経験 され 、心 を痛 め てお い で で は な いで し ょ うか。

わが子 にいい教育 を受け させたい親心 と、教室指

導の 「質」 の向上 を見守 り、支 える活動 につなげ

て 下 さる こ と を心 か ら期 待 し、30 周 年 の お祝 い に

併せ てお願 い申 し上げ ます。

N H K 考 査室
き ち か わ

吉川定千代

『全国言語障害児をもつ親の会』 と

テ レビ番組 『ことばの治療教室』

こ こ 10 年 来 の正 月、私 に とって一つ の喜 びが

増え ま した 。 そ れ は N H K の教 育 テ レ ビ番 組 『こ

とばの治療教室』 にご協 力戴 いたおかあ さん方か

らの年賀状です。 その文面 には 「ど もりだった息

子が大学 を卒業 して就 職 し、 しか も営業 の仕事 で

頑張 ってい る」「口蓋裂 だ った子 が結婚 して今 や

二児の母親 になって幸 せ になってい る」 な どと近

況を知 らせ て くれ る か らです 。

思 えば、公 共放送 と しての N H K の使 命 と数年

にわたる親の会や関係者の ご要望 が相侯 って、昭

和4 1年 度か ら言語 障害 児 を もつ親 を対 象 に した

番組 を教 育 テ レ ビで放 送 す る こ と に な り ま した 。

初代 デ イ レ ク タ一 に 決 ま った 下 野 賢 治 さん と私 は

前年の夏 過 ぎか ら年 間 5 1本 1 回 30 分の番 組 を一

番効 果 的 に放 送 す るた め に タ イ トル も含 め て 家庭

でで きる内容・形式・ 出演者 な どの検討 を重ね ま

した。当時 この教育研究 の第 一人者 、お茶の水女

子大学の 田口恒夫助教授 にお会い した り、先進的

な教育・指導 を行 っていた千 葉市立院内小学校へ

足繁 く訪 ねて大熊喜代松 先生や林賢之助先生方 か

ら多 くの ご教 示 を受 け ま した 。 その 間 、全 国 親 の

会の平 岡利美事 務局 長 に もお会 い し、会 の 目的や

活動 内容 をお伺 い して、 その重要性 を知 る ことが

で き ま し た 。

こ う して 関 係 者 の 期 待 と我 々 の フロ ンテ ィ ア精

神 で 発 音 異 常 と ど も りの 子 ど もの 指 導 を 中心 に

「 こ とば の 治 療 教 室 」 の 放 送 が 始 ま り ま した 。 同

時 に番 組 P R 用 に “言語障害 児 とは”“家 庭で の

接 し方” な どの基礎 的 な知識 と、 “番 組 の放送予

′

走 と内容 ” な ど を掲 載 したパ ン フ レ ッ トを作 っ て

視聴者 や関係機 関に配 りました。

しか し、な に しろ 世界 で も初 の番 組 で した か ら、

は っ き り言 って 意 気 込 み と大 きな不 安 との 入 り交

じ っ た ス タ ー トに な り ま し た 。 こ れ を 解 消 し て く

れた ものの一つが 、視聴者 の方 々の多数の反響で

した。教育 テ レビの特定対 象向 けで決 して良 い放

送時 間帯で ないに も関わ らず、高い視聴率 を得 て

1 ％ を超 え る こ と も度 々 で 、 関 係 者 の 注 目 を集 め

ま した。お便 りや電 話 もた くさん寄 せ られ ま した 。

と くに お 手 紙 は ひ と月 で 1 0 0 0 通 を超 え ま し た 。

内容 の多 くは、家庭での お子 さんへ の接 し方 と教

育施 設の問い合わせで した。番組 開始 当時、設置

校 は 17 校 しか な く、 出現 率 5 ％ と言 われ たお子

さん の い る ご家 庭 で の悩 み と切 実 さ を痛 切 に感 じ

ま し た 。

四 国地方 で最初 に教室 の出来た徳島市佐古小学
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校 で 7 月 2 5 日 に開催 された 「徳 島県 親 の会」 の

発会式 に出席 し四国 中か ら参加 した親御 さんたち

と直 接 話 し合 い 、悩 み と苦 労 に共 鳴 し ま した 。改

め て親の会の重要性 を確認 し、教育施設 を増 やす

方法の一つ と して親の会の活動 を全 国に広 げる必

要性 を大熊 先 生 や平 岡 さん た ち とよ く語 り合 っ た

も の で し た 。

も う一 つ 我 々 の意 を強 く して くれ たの が 、番 組

に出演 して くれた発音 異常 の 5 歳のお子 さんの成

長で した。実 は初 めてお会い した時 には彼女が何

を話 して い る の か我 々 には全 く理 解 で きませ んで

した。 週 に一 回 ス タジ オ で 合 うだ け で リハ ーサ ル

もで きない 10 分程 度 の先生 の指導 とご家庭 で復

習され た結 果 、 7 月 の収 録 で “夕” の 音 を は っ き

り発音 したの です。副調 製室 にいた私 は思 わず立

ち上 が り 「緒 麗 な 夕の音 が 聞 こ え る」 と叫 び 、 ス

タ ジ オの 藤 井 ア ナ ウ ンサ ー も 目 に涙 を たた え て解

説を しま した 。翌 年 3 月 の彼 女 に と っ ての 最 後 の

出演の時 には、毎回録音 していた テープを基 に発

音の変化 を放 送 しま したが、全 ての発音が 同年齢

の子 ど も と比 較 して も明 瞭 で 、彼 女 は美 しい声 で

歌を う た っ て くれ 、皆 で喜 び 合 い ま した 。 この 事

実は N H K で 長 い 間 デ イ レ ク タ一 生 括 を送 った 私

に と って今 で も貴 重 な経 験 と な って い ます 。

この 間 私 が 思 っ て い た こ とは 、 N H K が この よ

うな番 組 を放 送す るこ とは社会へ の啓 蒙やいわれ

なき偏 見・ 差 別 を な くす た め に ほ必 要 な こ とは 事

実だが、指 導・ 治療の面で は まどろ こ しくて一部

の子 ど もや 親 た ち しか 恩 恵 を受 け られ な い き らい

があ る 。 そ れ に この 子 た ち に とっ て は 、 単 な る こ

とばのつ まず きなので、公的 な教育・治療 施設が

全国 に 一 日 も早 く普 及 され 、 いつ ・ ど こで もそ の

恩恵 を受 け る こ とが で きる世 の 中 に な れ ば と言 う

ゼ ロ

こ とで した 。 そ こで 「視 聴 率 “0 ” を め ざ して」

とい う番 組 キ ャ ッチ フ レー ズ を作 り、 N H K 内外

でP R し ま した 。 初期 に は キ ャ ッチ フ レー ズ の本

来意味す る ところが理解 されず 、“た とえ視 聴率

を気 に しな い N H K で も視 聴 率 0 を 目指 す とは ”

とお 叱 りや誤 解 を受 け ま したが 、 時 が たつ とN H

K の良心 的な番 組の代 表の一つ として、朝 日や毎

日な どの全 国 紙 に P R 用 に掲 載 され る よ うに な り

ま し た 。

一方反響 の大 きさに下野 さんは局 内の事 業部 と

N H K 厚生文化 事業団や親の会 に働 き掛 け、 8 月

に東京上野 の文 化会館 で 「全国言語 障害児 を もつ

親の会」 の全 国大会 と十数人先生方 のご協力 を得

て “こ とば の相 談 会 ” を開 き ま した。 全 国 か ら集

まった親子 たちで会場 は溢 れ、 とくに相談 会は一

人5 分 程 度 とい う状 況 に な って しま い ま した 。 な

おこの “ことばの相談 会”は、 N H K 厚生文化事

業団が東京・大 阪・名古屋・福 岡で今 も定期的 に

開 い てい ます 。

昭和 42 年度 か らは、「N H K 言語障害児 を もつ

親のつ どい」 を年 間 4 ～ 7 回全 国各地で関係者の

ご協 力 を得 て 開 く よ うに な りま した 。 この “つ ど

い” は番組 の P R を兼 ねた公 開収録 と専 門家の講

演会 、それに上野 での反省 を込 めて、 よ り充実 し

たこ とば の 相 談 会 を行 うこ と を 目指 しま した。

前記の よ うに、言語 障害児 は無 理解 と偏見・差

別の 中に放置 され、治療 や指 導、相 談の機関 は極

めて わ ず か しか なか っ た 当時 、 主 た る ね らい も、

専門家や機関 に代 わって知識・情報 を家庭 に伝 え

よ う とい う 「視 聴 率 “0 ” をめ ざ して」 の 願 い を

込めて教育テ レビで始 まった「ことばの治療教室」

の番組内容 は、毎年改革 してい きま したが、私の

後任 だ っ た大 串 兎 紀 夫 デ イ レ ク ター は この 番組 と

視聴者 との関係 を大 き く三期 に分 けてい ます。

一期…主対象の親の他、専門家の研修に役立っ

たが、最 も大 きな影響 は社会 の啓蒙 であ り、言語
／、－／ノ ヽ ・巧）し U ノヽ C ■d・ 月て／‾‾巨ぎ‾l d・ I」一J l ＞ノ′仁】▼邪 ヽ Lrノ ソ ヽ 仁コ ロロ

治療教 室の開設が全 国に及んだ。

二期 …番 組内容が家庭での言語障害児 との接 し

方に変 わ り、本来 の親対象番組 になった。
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三期 … “こ とばの遅 れた子” が激増 し、それ に

村処 するため、番組 内容 も “ことばの基本 を育て

る” た め の もの に な る。 そ して 、 障害 児 に しな い

ための予 防的面 を強め、一般的な視聴対 象 とな る。

こ の判 断 の 善 し悪 しは と もか く、「 こ と ば の 治

療教 室」 は57 年度 に題名 が 「こ とばの教育相談」

に 変 更 さ れ 、 さ ら に 59 年 度 に は 「 障 害 幼 児 と と

もに」 と統 合 し「 こ ど もの 発 達 相 談 」 とな り、事

実上 、別 の番組 にな って しまい ま した。設置校 は

1（泊0 校 を超 え、 番 組 は “生 き物 ” とは い え 「こ と

ばの治療教 室 」の制 作 を通算 10 年以 上携 わ って

来た私 に とっ て は 、決 して 初期 の 目的 を達 成 した

とは思 っ て い ない 珂 責 の 念 が 残 ります 。

と ころ で近 年 、 世 間 で は プ ラ イバ シ ーの 保 護 と

人権差別 （語 ）の意識 が高 まってい ます。 とくに

マ ス コ ミに対 して は敏 感 で 、単 な る “こ とば狩 り”

の類 い も多 く見 受 け られ ます 。 最 近 の N H K で も

当 事 者 に不 快 感 を 与 え て は い け な い と言 う こ と

で、 一 般 的 に は “ど も り” と言 う こ と ば を使 用 し

ない よ う に してい ます 。 親 の 会 の 方 々 の 中 に もい

われのない偏 見や差別 に不快感 を覚 えた方 も多い

かと思 いますが 、30 年 経過 した今で も、新 しい会

員の加入 もあ ることです し、親 の会設立 時の初心

に戻 って本 来の 目的 に向か って地道 に力 強 く活動

を続 け 、 よ り発 展 され る よ う期 待 して い ます 。

元内山下 こだま会

会長 内藤 佳 昌

こだまのひび き

岡山市立内山下小学校に、我が国初の難聴学級

が開設 されたの は、 昭和 35 年 4 月 であ った。 当

時岡山大学医学部教授であった高原滋夫先生の

「教 育 の谷 間 に難聴児が い る」 とい う熱心 な働 き

か け と 、「耳 は ア ン テ ナ 、 知 恵 の 窓 」 とい う信 念

に基 づ く献 身的 な説得 とが 、 文 部省 を動 か し、

県・市の教育委員会 を動 か したのである。

これ よ り先 、 3 1・ 3 2 年 の 2 年 に わ た り、 岡 山

市全小学生 3 万 人の耳 の検 診 を担当 した高原先生

たちは、普通学級 に難聴児 が意外 に多い こ とに気

付き驚 か され た。 ろ う学 校 に行 くほ ど重 度 で は な

いが 、普通学級で は先生の声が聞 こえに くいの で、

一生 懸 命 先 生 の 口 も とや 身 ぶ りを見 つ め なが ら話

を聞 く。緊張 の連続 で下校 した時 にはす っか り疲

れて しま っ て い る。 予 習 復 習 の気 力 もな く、そ れ

が積 み重 なって理解 は遅 れ、成績 はだん だん下降

する。

難 聴 児 の 聞 こ え は音 声 ボ リュ ー ム を絞 っ て テ レ

ビを見てい る状態 だ と言 われる。正常 な知能があ

りな が ら能 力 が 伸 ば され ず埋 もれ た ま ま放 置 され

てい る 。「 こ の子 た ち の 知 恵 の 窓 を 開 くに は 、 マ

イクと補聴 器 を使 って授業す る難聴学級 の開設 し

かな い」 との信 念 は ます ます 固 くな り、前 記 説 得

が効 を奏 した の で あ る 。

私が 内 山下小 の校長 と して赴任 した昭和 5 3 年

は、 あ と 2 年 で 開 設 2 0 周 年 とい う時 で あ っ た 。

1 0周年 には「社会 的適応力 を伸 ばす難聴 児の指 導」

とい うテ ー マ で全 県 大 会 を開 い て い る 。20 周 年 に

も全 国同憂 の士 に呼びか けて研 究大会 を開かねば
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と考 え 、「共 に 生 きる力 を育 て る 難 聴 教 育 」 とい

うテ ー マ を取 り上 げ た 。 一 貫 して い る こ とは全 人

的発達 を図 るとい う高原先 生の開設当初 か らの方

針 であ った。幸 い菊香 る 1 1 月 20 日、絶好 の秋晴

れに恵 まれ全 国か ら熱心 な参会者 を得て盛会裡 に

終 了 す る こ とが で きた 。

今一つ、 20 周年 を記念 してぜ ひ行いたい と思 っ

たのは、難聴児童の 同窓会 だった。旧講 堂 を倒 し

新体育館 に生 まれ変 わった披露 も兼 ねて、石山の

森にせ み し ぐれ の に ぎ や か な 、5 5 年 8 月 2 4 日 に

行っ た 。 関 係 者 75 名 が 集 ま り中 に は 文 字 通 り20

年ぶ りの再 会 もあ って 、 報 告 し合 う近 況 には 時 の

たつ の も忘 れ させ た 。 難 聴 とい う障 害 を乗 り越 え

強く生 き よ う と努 力 して い る姿 は 、先 輩 後 輩 の心

を強 く結 び 、 こ うい う会 は た び た び 開 い て ほ しい

と希望す る声が相次 いだ。

5 8 年 に第 2 回 、 6 1 年 に第 3 回 の 同窓会 を開 い

たが 、何 れ も高原先 生受 賞祝 い を兼ね た もの で、

賞は博報賞 と国の文化功労賞であ った。高原先生

は難聴学級生 みの親であ ると共 に、同窓会定着 の

役も果 た され た と言 え る だ ろ う。 会 を重 ね る毎 に

絆は ます ます強 く結 ばれ、お互 いの貴重 な体験 を

生か し合 い 助 け合 え る よ うに組 織 化 しよ う とい う

機運 が 高 ま って きた 。

一 方昭和 60 年 に実 施 した難聴 卒 業生 の ア ンケ

ート調 査 が きっ か け とな って 、62 年 1 月 に 「内 山

下こだ ま会」 が発足 した。連絡・集計・解釈・ 会

報の編集 な ど面倒 な事 を全部引受 けたのは、難聴

主任 だった青 山静先生 であ る。会員相互 の親交 を

図り、難聴者が障害 を克服 して 自立 し、社会 の一

員と して社 会 に貢 献 す る よ う に な る事 を 目的 に し

た会であ る。 目的 を果 たす には、難聴者本人 とそ

れを取 り巻 く父母や教 師の協 力が必 要 だ と考 え、

三者が一体 となった組織体 を作 った。

難聴児の 自立す る迄 と二代 会長 を受 けてい た私

は、 4 年間勤め た会長職 を難聴 学級 第 1 回卒業生

川場 允 さん に ゆ ず った 。 平 成 5 年 4 月 よ り川 場 さ

んが 三代 会長 に な った 。 新 し くは じめ た夏 の キ ャ

ンプ も年 々盛 大 に な っ てい く。 自 らの会 が 根 づ き

始めた証拠 だ と思 う。

「全 国言語 障害 児 を もつ親 の会 」創 立 30 周年

を心 か らお祝 い した い と思 い 、「内 山下 こ だ ま会 」

のい きさつ を才出文 で 述 べ た次 第 。

日本言語 障害 児 をもつ親の会

初代会長 小 林 咲 子

さらなるご発展 を願 って

全 国言語障害児 を もつ親 の会が 、30周年記念誌

を発 行 す る とい う こ とは 、 私 に と っ て感 慨 深 い も

のが あ り ます 。親 の 会 の 活 動 の 歩 み をふ りか え っ

てみ て 、過 去 か ら未 来 へ の つ な ぎをす る こ とは意

義深 い もの が あ ります 。

親 の 会 を離 れ て 10 年 に も な り ます が 、 2 代 会

長の 辻 さん 、 3 代 会 長 の 成 田 さん とい う 人 た ち に

守られ 育 て られ て き た こ と に感 謝 す るの み です 。

思い起 こせば、昭和 33、 4 年頃、 それ ぞれの子

ど もの こ とば の 問 題 が 違 うた っ た 3 人 の 母 親 た ち

が、 た だ ひた す ら、 わが 子 の こ とば を正 し く した

いとい う気 持 ちだけで陳情 に歩 いたのです。教 育

行政 関係 者 の 人 た ち との 面 識 もつ な が りも ない の

に母 親の願 い を訴え て きたこ とが 、親 の会の原点

だっ た の だ と後 に な っ て気 付 か され た もの で し

た。

ただ、その当時、子 ど もの指導効果 を信 じて く

れたこ とで、大学 の先生 が、小 学校の 中で思 うよ

うに い か な い こ とば の指 導 の仕 方 を指 導 助 言 して
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くれ た こ とで 、 この 教 育 が 少 しず つ認 め られ て い

った こ とで した。 よい 人 た ち が得 られ 、助 け られ

てきた 運 の よ さを実 感 した もの で す 。 わ ず か 3 人

とひ と りの 先 生 で は 何 もで き な か っ た で し ょ う 。

熱心 な先生 とマス コ ミの応援 が母親の願 いを達成

して い く力 を与 え て く れ ま し た 。

千 葉 市 の こ と しか 考 え て い な か っ た の に、「い

っで も、 ど こ に住 んで い て も、誰 もが 」 の 、 この

願いが全 国各地 に飛 び火 し、燃 え広 が ってい く様

子を見 て い て、 人 間 のす ば ら し さ を感 じてい た も

のです。

30 年 を経て 、こ とばの教室が設置 されているの

は 当然 の こ と とな りま した 。 先 生 方 も専 門 的 な研

修が 受 け れ る体 制 もで き、研 修 の チ ャ ンス もあ た

え られ 、 母 親 が 安 心 して わ が子 を託 せ る よ う に な

っ て い る こ とは 、 ま こ と に嬉 しい こ とで す 。 け れ

ど、恵 まれ た 環境 は 、 求 め ない とな か な か与 え ら

れ な い と い う状 況 は 、 や は り 3 0 年 前 と た い して

変 わ らな い と思 い ます 。

ひ と りの 子 が 生 ま れ て 、 成 長 して い くた め に 、

家庭 だけが苦労す るのではな く、医療面 で も、福

祉面 で も、教 育面で も、連携 で きる体制が作 られ

て欲 しい もの で す 。 そ うな る と子 ど もた ち は 、 も

っ と幸 せ に な れ る と思 って い ます 。 子 ど もの もて

る能 力 は 、もっ と伸 ばせ る の だ と確 信 して い ます 。

ど うぞ 、若 い 会 員 の 皆 さ ん、 各 県 の リー ダー の皆

さん 、 力 を合 わ せ て 子 ど もた ち の た め に活動 をす

す め て い っ て くだ さい 。

3 0 周 年 記 念 を と も にお 祝 い 申 し上 げ ます 。

大熊喜代松

「先生 が働 きやすいよ うに、

親は・・・・・・」の一言

昭和 33 年 （19 58 年）の秋、千葉県の千葉市大

森小学 校 で、『言語 障害児 を もつ 親の会』 の前 身

である 『治療教 室父母の会』が発足 しま した。 集

まった父母 は、6 名程 で した。会 の発足 の理由は、

言語 障害児 と学業不振児の通級制 に よる治療教 室

の担任 が、教員 定数が 認め られてい ない ために、

安心 して子 どもの指導 に打 ち込 めない状 況 に追い

込め られたためです 。 とい うのは、校 内 に産休の

教師が 出る と、その補欠教 師 と して治療教室の担

任が、普通学 級の授 業 を進め なけれ ばな らな くな

ったか らです。そ こで、治療教室の担任教 師の定

数 を頂 き、治療教室の指導が 中断せず に進 め られ

るの が 、 と りあ えず の 会 の 大 きな 目標 で した 。

この目標 を実現す るため、治療 教室通級児 の父

母 たちが担任教 師 と相 談 して、誕生 したのが 『治

療教室 父母の会』で した。 この会 の リー ダーの小

林 咲子 さん （の ちの全 国言語 障害児 を もつ親の会

会長） は、発足 の準備 会の席 だ った と記憶 してい

ます が 、 筆 者 に こ ん な こ とを話 され ま した。

「治療教室担任 の先 生が働 きやすい よ うに、親

は や れ る こ と をや りた い と思 い ます 。 気 持 ち を一

っ に して活動 すれば、周囲 は理解 して くれる と思

い ます」

この小 林 さんの一言 は、その後 の筆 者の大 きな

心 の よ り どこ ろ に な り、 言語 障 害 児 教 育 の 充 実 と

親 の 会 支 援 の 強 力 なエ ネ ル ギ ー に な り ま した。
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教師の働 きやす さを願 う親 の心

父母の会の県・市教委への陳情で教師の定数が

認め られ、次年度 に千葉市内の院 内小学校 に治療

教室が設置 され、父母の会 も一緒 に院内小 に移 り

ま した 。 そ し て 昭 和 35 年 に な り、 父 母 の 会 は

「 言語 障 害児 を もつ親 の会」 と会 の名称 を改 め 、

小林 さんが会長 に就任 しま した。

その後 は小林 さん を中心 に して千葉市 の親 たち

が担任教師 と一緒 に、時の文部大臣に直訴 し、院内

小の治療教室 を視察頂 き、 この結果、東京学芸大学

に言語障害児指導研究施設が設置され、文部省実験

学校制度が生 まれ、大 きな前進の基礎がで きま した。

父母 の会発 足 7 年後 の昭和 39 年 の夏 には、 よ

うや く『全 国言語障害児 を もつ親 の会』 を結 成で

きました。その F第一 回全 国大会』 では、専 門教

師の養 成や言語治療教室の増設 な どを強 く訴え ま

した。その後 も、小林 さんを先頭 に N H K に直接

要望 して、家庭 での 『ことば・発音・話 し方 を育

てるテ レ ビ番 組 』 の 放 送 が 実 現 で き ま した 。 そ し

て、親の会組織の拡大、陳情、会報発行などの活

動は 、本 誌 に記 され た よ う な歩 み で す 。

これ までの親 の会の 歩み は、「先生 が働 きやす

いように、親 は…」 と願 った小林 会長 や多 くの親

たちの気 持 ちが 出 発 点 に な り、子 ど もの た め に力

強い 活動 を して きた と私 は考 えて い ます し、 そ う

だと信 じて い ます 。

原点 か らの 出発 ……今年 は親 の会発 足4 0 周年

今年は、父母 の会・親の会発足 4 0 周 年 です 。

また全 国親 の会結 成 33 周年 です。 4 0年 前 の親 と

教師の気持 ちが、親の会 と言語 障害児対 策振興の

原点だ と考 えます。全 国的 な親 と教 師の連携の現

状を冷 静 に見直 し、多 くの若 い教 師 と若い親 ごさ

んが 、 原 点 か ら ス ター トが で きれ ば 、 この 記 念 誌

発行 の意義 はあ るで しょう。 その意味 で、若い教

師と若 い 親 ご さ ん達 が 、 この記 念 誌 を読 み こ な し

て頂 くこ とを念 じて い ます 。

尚、日本言語障害児教育研 究会では、発足 4 5

周年・ 第 30 回研 究大会 の記念誌 として、『言語障

害児教 育のあす を考 える 一言語障害・姓聴通級

指導教 室のルー ツをさ ぐり、 日本言語障害児教育

研究 会 の 歩 み をた ど る史 料 －』 を 、 この 8 月 4 日

に発行 します。 この史料 にはわが 国最初 の通級 制

による治療教 室の誕生前後の歩 みや、言語 障害児

研究のは じま り、親の会 の大 臣へ の陳情書 、第 1

回大会案内状、 N H K 番組関係資料集、W H O 特

使の日本の言語障害対策への勧告（記念講演記録）

などの史料 を編 集 してい ます。申込 み先は、

尋16 1 東京都新宿区中落合4－11－15犀書房，

℡0 3－3953－305 3， FA X O3－3953 －3 178 です。 この記

念誌 と併せ てお読 み頂 きたい と思 い ます。

平岡 和 子

親の会三十周年 に寄せて

親の会生誕三十年おめで と うございます。

右 も左 もわか らない遠 い昔 の事 の様 に思 い出 さ

れます。子供が六年生 の時、市 川市 にはこ とばに

関す る教育 をす る場所 があ りませ んで した。千葉

市の院内小学校 には良い教育 をす るクラスが有 る

と聞 き、通 学 させ て頂 い たの が 事 の 始 ま りで した。

千葉市 まで普 通学級 の授 業 を抜 けて通 うのです。

子供 に とっ て も大 変 な事 だ った と思 い ます 。 親 の

会にかか わったのは父 親の方で した。 こんな良い

教育 を全 国に広 めたい。少 しで も多 くの子供達が

救われれば と、 ことばの教 室の先生 と二人三脚で
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始め たのが 、院内小 学校の教室 で した。私 はただ

皆様 のお役 に立て るのであ れば と、主人 の してい

る事 を見守 るだけで した。 その主 人平 岡利美 も病

には勝 てず他界 し、早 や十年が経 ち ました。

そ の後 は 多 くの 親 の 方 々 が 、 親 の 会 を も り立 て

て、 三十 年 を迎 え られ る事 に な りま した。 多 くの

子供 さんや親達 に とって、親の会の存在が救い に

なっ た の だ と思 い ます 。

何 もお手伝 いの出来なか った私が末席 を汚す こ

とは ま こ とに お こ が ま しい の で す が 、 皆 様 の ご努

力に感 謝 す る と共 に 、今 後 の ご発 展 をお 祈 り して

お祝 い の 言 葉 に させ て頂 き ます 。

濱崎 かめ よ

全国親の会 30 周年に寄せて

この度 は、全 国言語障害児 をもつ親の会結成 30

周年 をお 迎 え との こ と、心 よ りお祝 い を 申 し上 げ

ま す 。

現 在の ように、 こ とばの教室 が全 国各地 に設置

され、大勢のお子 さんたちが 、その恩 恵 に浴す る

こ とが で き る よ う に な っ た の も、 四半 世 紀 以 上 も

の長 い 間 の 、 親 の 会 の 皆 々様 の ご努 力 に よ る もの

と、唯 々敬 服 致 す ば か りで ご ざい ます 。

思 え ば 、 濱 暗 が 亡 くな りま して か ら も う 9 年 が

経ち ま したが、濱崎が言語障害児教育 の道 に入 り

ま した の は 、 戦 後 間 も な い 昭 和 2 2 年 の こ と で ご

ざい ま した 。

当時は、食べ る ことに精一杯 で、器材 も資料 も

何も無 い時代 で ござい ま したの で、教材・教具 も

すべ て手 作 り とい う状 態 で した。

お茶 を飲 み なが ら、 一 つ の 音 を何 遍 も繰 り返 し

て発 音 して み た り、掛 図 や 横 に長 い 鏡 、 ピ ンポ ン

玉吹 き台 な どの 製作 に没 頭 した りと、 頭 の 中 は正

に 、 四 六 時 中 「 こ と ばの 教 室 」 の こ とで 一 杯 だ っ

た よ うで ご ざい ます 。

濱崎 は、今 日では珍 しい程の頑 固一徹者 で、一

旦こ うだ と思 う と、 何 が な んで もや り通 さな け れ

ば気が済 み ませ んで した。

その上、その当時当時の最先端 の物 でない と気

が済 まず 、録音機・撮影機 や映写機・ カメラな ど、

家計 を顧 み る こ と も な く、 次 々 と買 い込 ん で来 る

有り様 で した。

そ の よ うな状 態 で した か ら、休 日 に家 族 で旅 行

をす る とか 、 一緒 に外 で 食 事 をす る な ど とい う余

裕は ご ざ い ませ ん で した し、 そ の よ う な こ とが 、

当 た り前 とい う生 活 で した 。

通町小学校 で研修 をな さった先生方が 、年一 回

お集 ま りに な り ます が 、 そ の折 にお 伺 い す る濱 崎

の頑 固 さ振 りに は 、 申 し訳 な く思 う と同 時 に 、懐

かし く さ え 思 え て 参 り ま す 。

この研修生 の皆様 は、今 では、濱崎 を越 えた素

晴らしい業績 を挙 げ られ、全 国各地で泰斗 として

ご活 躍 に な っ てお られ ます 。

研 修の先生方 の受 け入 れ と前後 して、東北各県

の親 の 会 づ く りに も取 り組 み ま した。

各県の先生方 や、仙台 に親子 で移 り住 んで こと

ばの教室 に通 ってお られた親御 さんたちのお力 を

お借 りしなが ら、親 の会 の必要性 を訴 え、東奔西

走す る 日が 続 き ま した 。

晩 年 、 ガ ン に侵 さ れ た と知 っ て か らは 、 これ ま

での 資 料 を本 に ま とめ よ う と、今 度 は 出版 の作 業

に専 念 す る こ と と な り ま した 。

主治 医の先生 は、「この ような執着心 が最善 の

延命 法」だ と、同 室 の 方 の 迷惑 にな ら ない よ う に、

夜間 は 、 ご 自分 の研 究 室 を 開放 して くだ さ り、 執
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筆を ご援 助 くだ さい ま した 。

残念 なが ら、 これは生前 の発刊 には至 らず、 こ

れま た先 生 方 の献 身 的 な ご協 力 に よ りま して 『臨

床音声学の理論 と実際』 とい う一冊 の本 にまとめ

て頂 き ま した 。

現在、手作 りの物や使 った器材 、資料 、出版物

など は、 仙 台 市 教 育 セ ンタ ー に 『濱崎 文 庫 』 と し

て収 め させ て頂 い て お ります 。

何 も知 らない私で はござい ます が、大 雪が降 っ

ても、大風 が吹いて も、一 日も休 まず親子 で通 っ

てい らっ しゃる大勢 の方 々のお姿 や、私 が用意 し

た「お や つ 」 だ けが 楽 しみ で い ら っ しゃ る小 さ く

て可 愛 い お 子 さ んの 様 子 を拝 見 して お りま して 、

言語障害児教育 とい うのは親、子 、先生の三者が

一体 となって、地道 な努 力 を重ね る根 気の要 る活

動だ と 、 つ くづ く思 わ さ れ ま し た 。

そ の よ う な活 動 を支 え て こ られ た 親 の 会 が 3 0

周年 を迎 え られ、 ます ます発展 されるご様子。濱

暗も黄 泉 よ り皆 様 へ の 感 謝 を 申 し上 げ なが ら、 見

守っ て い る こ と と 存 じ ま す 。

今後 とも、関係者皆 々様 の更な るご活躍 とご健

勝を心 よ りお 祈 り申 し上 げ 、 お祝 い と させ て頂 き

ます 。

跡部 敏 之

親の会発足のころの私 とこの頃

全 国親 の会結 成 30 周 年 を迎 え られ た こ とを心

よりお 喜 び 申 し上 げ ます 。

気 の 遠 くな る よ う な道 の りで あ っ た は ず な の

に、 正 直 い っ て そ れ程 長 い歳 月 を経 過 した とい う

感じが 湧 い て き ませ ん。 親 の会 に と って も言語 担

当の 教 師 に して も 日々 の諸 事 に追 わ れ っぱ な しの

3 0 年 だ った とい う事 なの か も知 れ ませ ん。

私 は、ち ょう どお茶 の水女子大 学で研 修期間中

の昭和 40 年 8 月 、上野 文化会 館 で開 かれ た第 2

回全国大会 に参加 したのが親 の会 との交わ りの第

一歩で した。 その時 の強烈 な印象が私 を親の会 に

引き付 け て しま っ た よ うで す 。爾 来 、 親 の 会 と深

いつ なが りを持 つ こ と に な っ た とい う次 第 で す 。

「言語障害」 や 「言語治療」 が何 事か も解 らぬ

まま研 修 に入 ったわけですが、 この大会 を通 して

見え な い もの が 少 しず つ見 え て きた よ う に感 じま

した。「治療」「通級制」 な どの用 語 は教育の世界

には全 く通 用 しない 当時 で した し、 教 師 と して こ

の仕事 を効果的 に展 開す るためには、親が本当 は

何を望 み 、 こ の先 どの様 に しな け れ ば な ら ない か

を考 え る必 要 に迫 られ て い ま した 。 幸 い な こ とに

大熊喜代松先生 （院内小）の紹介で平岡利美事務

局長 （故 人） と出会い、親の悩 みや親の会へ の理

解を深 め る こ と とな り、次 第 に親 の 会 を欠 い て．は

言語障害児教 育の発展 は無いので はない か とい う

認識 を 持 つ よ う に な り ま し た 。

言語 障害児教育 の発展、普及 はま さに親 たちの

力の結 集 に あ っ た とい って 過 言 で は な い よ うに思

います 。その ころの教室 （学級）設置 の経緯 を見

ると、大部分 の地域 にあ って は、まず我が子 の こ

とばの問題 について親が気づ き、同 じ悩み を持 つ

親が集 い、知 恵 を出 し合い、 こ とばの教室設置 を

訴え、行 政 を動 か し、先生の確保 を要請 し、やが

て行政 の理解 に達 した とき初め て指導 の 「場」 が

確保 され る とい っ た具 合 で した。

法律 や制度 の上 に定め られ ている （例 えば学校

教育 法 7 5 条 ） と して も 、先 鞭 を つ け て こ ら れ た

「 こ とば の 教 室 」 の 実 践 や 運 営 ス タ イ ル と は大 き
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く掛 け離 れて いて、「75 条学級」 には馴染 まない

要素 をた くさ ん持 っ て い た よ う に思 い ます 。 通 級

とい う教 育形態 はこれ までの教 育には無 か った事

であ り、行 政や学校管理者 の立場 か らは理解 し難

い もの と して受 け止 め られ て い た の は無 理 か らぬ

事で あ りま し ょう。 しか も 「言 語 障害 」 が子 ど も

の教育 的問題 であ る とい う認識が普及 される まで

には相 当の時 を要 したの も事実 です。 だか ら、親

た ち に して み れ ば こ う した厳 しい状 況 の 中 で立 ち

上が る しか なか っ た よ うで す 。 い ま も地 域 に よっ

て教室設 置状 況にバ ラツキがあ るの はそのためか

も知 れ ませ ん。

さ て、30 年 後 の現 今 よ うや く「通 級 に よる指 導 」

が制度化 した ものの、親たちの 目線でみ て如何 か

と い う声 も聞 こ え て き ま す 。 あ か ら さ ま に 記 述 さ

れてい る訳で はないに して も、教師が指導時 間内

に親 の指 導 をす る こ とは如 何 な もの か とか 、 通 級

は週 に 3 回以上 の指 導 は考 えてい ない とか 、 10 人

の子 ど も を診 な け れ ば教 師 を配 置 しな い とか の 制

約が付 いてい ます。通級児 が少 なけれ ば巡回方式

を取 れ ば 良 い とい うが 、 隣 の 街 まで 数 十 キ ロ もあ

る小規模 な学校・ 地域 に住 む人々には光は陰 るば

かりな の で す 。 これ で は制 度 が で きた こ とに よ っ

て子 ど もへ の サ ー ビス が 実 質 的 に低 下 して し ま う

ので は な い か とい う切 実 な声 もあ り、 そ の事 に耳

を傾 け る必 要 が あ ります 。

親 の会 は、 これ まで も言語障害児教育 の発展 の

節目 ご と に重 要 な役 割 を果 た して 来 ら れ ま した。

親の会結成当時 の先達 の意 を体 し、会貞相互 の意

思の疎通 を一層 緊密 に し「未 来 に生 きる子 どもた

ちのため」 に相応 しい言語 障害児教 育の発展充実

に一層 の ご尽 力 を賜 り ます よ う切 に願 っ てや み ま

せん。

菊池 義 勝

親 の会 とともに

1 ． は じめ に

私 と親 の 会 との 出 会 い は 37 年 前 に さ か の ぼ る。

昭 和 40 年 夏 の こ とで あ る 。 ／ト学 校 の 担 任 を し て

いたが 、そ こで口蓋裂 の子 との出会 いがあ った。

そ の子 が こ とば の 相 談 会 に行 く との こ とで 、 私 も

参加 した。その相 談会 を開催 したのが 、言語 障害

の子 を持 つ親た ちであ った。 まだ、正式 に会は結

成されてはいなか ったが数名の親 たちが何 か と世

話を していた。その翌年私は、言語障害教育 の研

修の ために、大学 に行 くことになった。早速 、親

の会 の 会 長 さん宅 を訪 ね 、 そ の 旨 を話 した。

その後 、昭和 42 年 か ら ことばの教室 、昭和 5 1

年か ら平 成 2 年 まで は 中学校 難 聴学級 と、約 2 0

年担任であ った。 そ して この間、県の研 究会 の副

会長 と県親の会事務局 、役 員 を兼務 した。研究会

と親の会の両方の役員 を兼務 す ることが 、岩手県

の言語障害教育の置 かれている位 置 を象徴 してい

る 。

あれか ら、30 数年が経 過。今年、 3 月定年退職

し、 今 また こ と ばの 教 室 の担 当 を して い る。 現 役

を去 って か ら 13 年 ぶ りで あ る。

2 ． 教 室 づ く りの 日々

昭 和 4 2 年 4 月、－岩 手 県 で 最 初 の 教 室 と して

「 釜 石市立 大渡小学 校 こ とばの教 室」 が スター ト

した。県 で最初 の教室 であった。

最初 の卒業 生 2 名 が 1 1 月 に誕 生 した。 この こ

とが 、新 聞等 で報 道 されてか らの教室 は多忙 を極

めた。県下各地か らの問 い合 わせ 、直接 の来訪者。
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多くの子 ど もが救 い を待 ってい た。親 の会 では 、

県下各地 に教 室 をつ くる必 要が話 し合われ、県下

1 2 市 に是非つ くろ うとの方針が だされた。学校長

や教 育長 も、県 下各地 か らの相 談や来訪者の実態

を知 っていたので 、「ぜ ひ、県下 各地 に教 室 をつ

くる運 動 を 進 め よ う 。」 との 意 気 込 み で あ っ た 。

こんな環境の なかで私 は、教 室の設置運動 を親の

会の方 々 と進 めた。本県 は四国 4 県 に匹敵す る面

積が あ る。 一 カ所 を訪 問 す る だ け で 丸 一 日が か り

である。教室 の指導 が終了 して、私の車 に親の会

成田事務局長 が同乗 して出発 。 目的地 に着 くの は

夜7 、 8 時。未舗装 の国道 も多 く、車のパ ンクな

どは 日常茶飯事 、時に は旅 館 に到着 したが 、夜遅

く食事 は無 し、 あ た りに食 堂 もな く、空 腹 を抱 え

て就 寝 と い う こ と も あ っ た 。

こんな状 況の 中で、教室設置運動 はそれで も順

調に進 んだ。県教育委 貞会の担当者 とも話 し合い、

共に計 画 を立 て て進 め た こ と も幸 い した。 5 年 程

で地域の核 となる市 にはことばの教室 の開設 を見

た。県教育委 員会で も内地留学の形で 、年 間 3 ～

5 名の言語障害担当教員を県外の研修施設や大学

で1 年 間の研修 を させ て くれた。 これは約 15 年

ほど続 き、岩手 の言語 障害教 育が確立す る基 とな

った。

3 ．全国親の会 と

全 国親 の会 との 出合 いは 、昭和 4 2年 の東 京上

野文化会館で 開かれた大会か らであ る。教室 を開

設したばか りであったが、県の親の会事務局 を教

室に置 き、私 自身 も事 務局 次長 だった。初 めての

全国 大 会 は 、す ば ら し くそ して 圧 倒 的 な イ ンパ ク

トで教室設置運動、親 の会運動へ私 を駆 り立 てた。

全国の教室担 当者 も多 く出席 してい た。親 の会 と

教室担 当者 は まさに車の両輪であ った。文部省 の

陳情へ も参加 した。 さすが に参加 した教員 は少 な

かったが 、参加 して親の会の問題 を理解 して もら

い、施 策 を実 行 して も ら うこ とが 子 ど もた ち の た

めに必 要 で あ り、 そ れ は親 も、教 員 も同 じだ との

思いであ った。

当時 は、全 国の言語 障害教 育担 当者 も少 な く、

文部省で は よ く講習会 を した。参加す る教員 は毎

度同 じ顔触 れなので、 よ く教 室経 営や指導法等 に

ついて話 し、連帯感 があ った。全 国か ら見 る と東

北の指導法 は少 し違 っていたので 、私 としては、

多くの方 法 を知 りた くて 、 い ろい ろ な場 面 を利 用

して、千葉 、神 奈川、静岡 など各地の教室 を訪問

し教 えを乞 い、東北 の指 導方法 につ いて も交流 を

し た 。

全 国の事務局 との関わ りは、平岡事務局長 にい

ろい ろ な仕 事 を頼 まれ た こ とか ら始 ま っ た。 教 育

相談 カー ドの記 入、予定 された他 県 キャ ンプのキ

ャンセ ルの急遽 の引 き受 け等 多種多様 で あ った。

本県親 の会 の組織 が確立 していたので、急 な協力

も可 能 で あ っ た。

昭和 5 3年 頃、沖縄難聴学級の急増で、担当者

を対象 に 4 泊 5 日の講 習会 を全 国親の会で 開催 し

たことが あった。行木 先生や湧井先生 な ど著名 な

先生方 と講師陣の一人 と して参加 させ ていただい

て大 いに勉 強になった。

昭和 60 年代 に入 り、会長 、事 務局 長の 交替 に

より新 しい時代 を迎 えた。この頃、西 町小学校 で、

それ ま で の 会 の 運 営 を よ り明 確 な もの とす べ く、

辻会長、成田副会長、行木事務局長等 と会の規約

の改正 、ブ ロック長の位 置付 け、未組織県 の組織

化戦略、補助事業の配分基準、親の会講師陣の選

定、旅費 規定の改 正等 々に取 り組 んだ。 その後 、

ブロック長会議 や旅 費規定 などはこれに基づ いて

やられてい るが、未組織県への対応 、全 国講師陣

の活用、事務局の位 置付 け等 は生 か されていない

よ う に 思 う 。
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4 ．ぁわ りに～組織 の一層の確立 を

今 、30周年 を迎 えた全国組織 の会 と しての課題

は何 か 。 会 と して国 や 行 政 に働 きか け る こ と もお

おい に必 要であ る。 それ と同時に会 内部 の課題 と

して、結 成当時 にか えって、組織 の確 立が大 きな

課題 と思 う。

30 年の歩みの中で多 くめ課題 が解決 された。通

級数室実現等全国組織 の会 の力 であ り関係 者の努

力の賜物であ る。 しか し、未組織 県や一市のみで

県組 織 を標 傍 して い る よ うな実 態 に つ い て 、 会 と

しての方向性が見 えてこない。組織 の弱い地域へ

の働 きか け こそが今 、必 要 であ る。短期的 目標 、

長期 的 目標 を明 確 に し、 10 年 スパ ンの ビジ ョ ンが

会員に明確 に示 され、会員一人一人が どう活動す

べきかの指針 を今、会員 は期待 している。

青森 県 こ とば と心 を育 てる会

（ 弘前市 ことばと心の相談室）

手 塚 敏

あの頃・ そ して今

毎年の ように、今年 こそは仕事 をやめて余 世 を

送りた い と思 い な が ら も、「先 生 は い い な 、 い つ

でも休 み た い 時 に退 め られ る の だ か ら。 私 た ち親

は、子 育 て を止 め る訳 に ほ い か な い の に。」 とか 、

「 せ っ か く、 あ ち こ ち 回 り 回 っ て 辿 りつ い た と こ

ろな の に 。」 な ど と、 親 た ち か らの 脅 迫 め い た激

励に会い、今 もこの相談室 で迷 いの多い 日々を過

ご して い ます 。

30 年前 、「こ とば と心 の相談室 って どん な所 な

の？」「こ と ば と心 を育 て る親 の 会 って 何 なの ？」

と尋 ね られ 、説 明 す るの に随 分 苦 労 は し ま した が 、

それ で も、 そ の 間 い か け に は 、 は っ き りと、

・ 子 ど もた ちの 、 こ とばや 、 きこ え や 、心 な ど発

達 の こ と につ い て 、

・関係す る分野の人 々 と協力 して、早 く問題 を見

つ けた り、既 に悩 ん で い る子 ど もや 親 が 、

・ い つ で も、誰 で も、 ど こに住 ん で い て も、 必 要

な だ け、 直接 指 導 を受 け る こ とが で き、

・その ような教室 や立派 な指導 者 を得 なが ら、親

同志 も勉強 し合い、

・地 域の 人や行 政 に携 わる人 々に も教育 、医療 、

福祉等の向上 を訴 える。

「 そ の よ うな教 室 や 親 の 集 ま りなの で す 。」 と迷 う

こと な く答 え る こ とが で き ま し た 。

しか し、非常 に言 いに くいこ とです が、30 年前

に東北地方 に開設 されていた “こ とばの教室 ” に

対す る一部 の地方 か らの風 当 た りは強 く、「子 ど

もを全 人格 的 に捉 えない、内容や方法 の偏 った教

室」とい う批判 の声が 、直接寄せ られてい ま した。

私 事で恐 縮ですが、そ れ以前 に永 い間 “手 をつ

なぐ親の会”の運動 に加 わ り、養護学校 設置 とか

知的障害学級や慢性小児疾患入院児の病院内学級

等の開設 を図 り、 また、担任す る中で、文部省 中

央講習会の伝達や、新担任者講習会、特別な教育

課程 案作成等 に参画 させ られてい ま した。そ んな

中で 、い つ も頭 か ら離 れ る こ とが なか っ た “早 期

発見、早期教育”“全人格指導のための内容や方

法の あ り方 ” につ い て独 自に考 え 、 就 学 前 の ダ ウ

ン症・脳性麻痔 の幼児 や他都市 か らの通級児の受

入れ も、任地 の市教委 にはか って実施 していま し

たの で、実践 を通 して必 ず理解 してい ただける も

の と信 じ て い ま し た 。

反面 、個 々のハ ンデ ィーの特性 に応 じた教育 方

法や、独 断的で ない将来 に向か って開か れた体制

づく り を 、 し っ か り した もの に し な け れ ば 空 ご と

に 終 わ る と も考 え ま し た 。

「 も う 、 い い か げ ん に した ら」 と い う 周 り の 声

－2 5 一



特別 寄 稿

をふ りきっ て 、 県 で は じめ て の教 室 開設 を果 た す

まで の トラブ ル や エ ピ ソー ドは 、多 分 、 当 時 の 開

設者 の 誰 もが 経 験 を した こ と だ とは 思 ．い ます が 、

任地 の選択 か ら始 めた私 には能力の 限界 を越 えた

もの で し た 。

そ れ を しっ か り支 え て くれ た人 々 は 、 開設 を待

ち望 んでいて くれた “親の会準備会”の メ ンバ ー

でした。「親 の 会 って何 す るの ？」 へ の 回答 が

はっ き り 自 覚 で き た 人 々 で し た 。

・今開設 した学級 は今の ためにだけでな く

・今 自分の子 に与 え られた恩恵 は、 自分の子 ども

の ため に だ けで な く… … 。 け れ ど も、

・ 今の苦労が次 の親 た ちに永 く続かず に、皆 が安

ん じて学 ぶ 権 利 が 得 られ る よ うに。

と、 県 内 の 中核 とな る 郡市 に陳 情 ・ 請 願 をす る た

めに、夜 を徹 し東奔西走 を続 け ました。

その最 中、昭和 4 3 年夏 、東 京文化 会館 で 開か

れよ う と して い た “言 語 障 害 児 を もつ親 の 会全 国

協議会 ” に呼応 して、言語障害児教育推進 に関す

る国会請願 の署名 を手分 け して集め 、提 出 と同時

に全 国 の 仲 間 入 りを したの は 、私 た ちが 独 自の立

場で実 践 しよ う と して い た こ とが らが 、 す べ て的

確に盛 られ、 しか も、全 国の親 と、教師が立場 を

同じ く して活 動 で きる とい う感 激 か らで した。

・ 最近 、親や教 師たちの問いか けの内容が以前 と

変わ って き ま した 。

「会 に入 る と、 どん な得 が あ る の ？」・‥… 絶 句

気味 。 で も無 か った ら ？ 終 わ りで す 。 “苦 節 30

年’’と、 ひ と口 に言 い 表 わ す こ との で きな い全 国

親の会の積み重 ねが 、今 、行 政主導で、多 くの子

ども も親 も、 よ るべ き場 所 と して の 教 室 や 相 談 室

の開 設 が み ら れ る よ う に な り ま し た 。

同時 に、そ れ らの存廃 も至 って簡単 に行 われる

など、 ビジ ョンの喪失 や逆行 の現象 も見 えが くれ

する現在、単 に “時代 の流 れ” と してか たず け ら

れない 〈 30 年 の 節 〉 なの で は ない で し ょう か。

と もあ れ 、 今 まで 私 共 を支 え て くれ た全 国親 の

会の存在 の重 さと、歴代 の会役員 、特 に事務局 の

ご苦労 の程 を痛 感する この頃です。

京都府言語障害児親の会

元・会長 滝 野 軍 治

思い出 してい ます、3 0 年前の頃

全 国言語 障害児 を もつ 親の 会が結 成 されて 30

年、 これ まで に 大 き な成 果 をあ げ て き ま した 。 こ

れは府 県単 位 の運動 で はな く全 国親 の会 に結 集

し て の 運 動 で あ っ た か ら こそ の 成 果 で あ っ た と

思い ます 。

私 の子 ど もは 口 蓋 裂 の 手術 後 もこ とばが は っ き

りしな い の で 、 民 間 の 言 語 相 談 所 に適 所 して い ま

した 。過 2 回 、 列 車 に乗 り電 車 に乗 り換 え て の 通

所を 2 年 半続け ま した。指導時 間は 1 時間ですが

1 0 0 キ ロメ ー トル の遠 方 で す の で 一 日仕事 で した 。

そ の 頃 昭 和 4 1 年 か ら N H K 教 育 テ レ ビで こ と

ばの治療教室 の放 映が始 ま り、全 国親の会の こと、

親の運動 で次 々 に小 学校 にこ とばの治療教 室が設

置さ れ て い くこ と を知 り ま した 。

京都府 には小 学校 にこ とばの教室 のある学校 は

あり ませ ん で した 。 私 と同 じ悩 み を もつ 人 た ち に

家庭 訪 問 を は じめ ま した 。 そ して 昭 和 4 1 年 、 言

語障害児 親の会 を結成 し、近 隣の市 に も働 きかけ

ました。当時は国鉄の駅勤務 で したので、夜勤明

けの 日が 3 回 あ りま した。 そ の時 間 を利 用 して小

学校 を次 々 に訪 問 して校長先生 に訴 え ま した。教

育長 さん も度 々 尋 ね て N H K こ とば の治 療 教 室 の

パン フ レ ッ トに 掲 載 され てい る設 置 校 な どを 見 て

－26－



●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

特 別 奇 病
●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

もらい 、 お願 い し ま した 。 この 教 育 長 さん は私 達

の真 剣 な話 しに とぼ け た よ うな返 事 をす る 人 で し

たが 、後 にな って、千葉市立 院内小学校 まで視 察

され て い た こ と を 知 り ま した 。

ま た こん な こ とが あ りま した 。 人 口 5 万 人 の福

知山 市 に 当 時 有 線 放 送 の テ レ ビ局 が あ りま した 。

美人 アナ ウンサ ーの司会 で地域 の行事 など放 映 さ

れて 人気 が あ りま した。 この テ レ ビ局 に障 害 者 の

問題 を と りあ げ て ほ しい とた の み に行 きま した 。

局長 さ ん は 4 5 分 以 内 の番 組 と して も ら え れ ば 時

間 を提 供 す る との快 諾 を得 ま した。 しか し、企 画

や司 会 な どすべ て こち らで や ら な けれ ば な らな い

とわ か り、 大 変 な こ と を引 き受 け て しま っ た と思

い な が ら、役 員 会 で相 談 し、や る こ とに しま した 。

充分 な打 ち 合 わせ が で きな い ま ま 、本 番 とな りま

した。出演 者 は児童相談所長 と親御 さん 3 人、そ

れ に司会 の私 です。「 5 、 4 、 3 、 2 、 1 、はい

本番 」。 一 瞬 つ ま りま した。 私 が か た くな っ た ら

だ め にな る と、 高 ま る胸 の は ず み をお さ え なが ら

話を進 め ま した。「千 葉県 な ど多 くの県 で小 学校

に こ とばの教 室 が設 置 されて成 果 をあ げ てい ま

す 。 わ た く した ちの 市 で も学 校 数 育 の 中 で 訴 え ま

す 。」 番 組 は終 わ り ま した 。 が 、 緊 張 が とけ る ま

で しば ら くの 時 間 が 必 要 で した。

この 番 組 をつ くる た め に資 料 をつ く り調 査 研 究

をい た しま した。 こ れ が 以 後 活 動 を して い くこ と

の で きるエ ネ ルギ ー源 に な り ま した 。

昭和 4 2年 7 月 8 日、第 4 回親 の会全 国大会 が

上野 の文化会館 で開催 され ま したので京都府代 表

と して参 加 し ま した 。 この と き平 岡事 務 局 長 と最

初 の 出会 い と な り、 以 後 何 回 も京 都 に来 て もら っ

て指 導 を受 け ま した 。 平 岡 さん は何 は と もあ れ す

ぐに現地 に飛 んで相談 にの り、指針 を与 える人で

した。 私が 2 0 年 間京都 の親 の会 の リー ダーがで

きた の も平 岡 さんの 影 響 を うけ た れ ば こ そ と感 謝

して い ます 。

現 在私 は、障害者施設 の運営委員長 で グルー プ

ホー ム の 設 置 に活 動 して い ます 。 これ か ら も障 害

者との か か わ りは もち続 け た い と思 って い ます 。

全 国言語 障害 児 を もつ親 の会 の 30 周 年、 お め

でと う ご ざい ます 。

兵庫県神戸市言語障害児育成会

顧問 官 田 祀 彰

創立 30 周年記念に寄せて

創 立 3 0 周 年 を迎 え、心 か らお 慶 び 申 し上 げ

ます 。

この度 、創立 30 周年記 念 を祝 って記念 誌 を発

行され る との こ とで 、小 生 に まで投 稿 の 機 会 を与

えて戴 き光 栄 に存 じます 。

さて 、顧 みれ ば、昭和 4 2 年 4 月 に神戸 の親 の

会の会長 とな った ころ、指導教師 の中西先生 よ り

7 月に東京で全 国言語障害児 を持 つ親 の会の大 会

が開催 され るので、行か れては と誘 い を受けたの

で参 加 敦 しま した 。

初 め て 参 加 した会 議 で あ り ま した の で 、 な んだ

か緊張感が漂 ってい ま したが、幸 い なことに、今

は亡 き平岡事務局長 とお出会 い して、全 国親の会

の結成の主 旨、組織 や活動 方針等 を聞かせ て頂 き

「是非 ご協力 を願 いたい」 と言わ れたのが きっか

け とな り、爾 来昭和 6 3 年 の春 に体 調 を くず し会

長を辞 す る まで 、毎 年 会 合 に参 加 して お りま した 。

＼
当初 は親 の会 に事業 費 を頂 くため に出席 して、本

部よりの事業 と事業 の助成金等の説明 を受 け、親

の会 で実施 したい事 業 を選んで割 り当てを頂 くの

ですが 、神戸 の親の会で よ く頂い たのが夏期 の親
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